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柴
しば

田
た

 勇
いさ

雄
お

 議員

問

答

町有財産の活用策は

施設の統合や複合化を検討
鈴
すず

木
き

　満
みつる

 議員

　
　
　

町
有
財
産
の
未
利

用
地
や
施
設
な
ど
の
現
状
と
、

今
後
の
活
用
策
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　

町
の
土
地
・
建
物
は
、

行
政
財
産
（
※
１
）
と
普
通

財
産
（
※
２
）
に
分
類
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

土
地
・
建
物
の
保
有
状
況

は
、
土
地
の
総
面
積
が
約
２

７
５
０
万
２
千
平
方
メ
ー
ト

ル
、
建
物
が
２
５
９
施
設
で

総
床
面
積
が
約
10
万
平
方

メ
ー
ト
ル
、
う
ち
普
通
財
産

は
、
土
地
が
約
２
２
９
６
万

９
千
平
方
メ
ー
ト
ル
、
建
物

が
56
施
設
で
す
。

　

普
通
財
産
は
、
希
望
が
あ

れ
ば
総
合
的
に
検
討
し
て
貸

付
な
ど
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

閉
校
校
舎
な
ど
の
施
設
は
、

自
治
会
な
ど
で
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

普
通
財
産
の
利
用
率
は
、

建
物
が
91
・
１
％
、
土
地
は

26
・
１
％
で
す
。
土
地
の
場

合
、
山
林
の
占
め
る
割
合
が

81
・
６
％
の
た
め
、
低
い
利

用
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

行
政
財
産
の
今
後
の
活
用

は
、
公
共
施
設
な
ど
の
更
新

時
期
が
集
中
す
る
た
め
、
施

設
の
長
寿
命
化
、
統
合
、
複

合
化
な
ど
施
設
の
状
況
に
応

じ
た
対
応
を
進
め
な
が
ら
、

社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て

多
様
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
て
、
今
後
の
整
備
を

検
討
し
ま
す
。

　

普
通
財
産
は
、
既
存
資
産

の
有
効
活
用
、
貸
付
け
可
能

な
資
産
は
引
き
続
き
貸
付
け

を
継
続
し
、
遊
休
化
し
て
い

る
資
産
は
新
た
な
貸
付
け
や

売
却
な
ど
を
考
え
ま
す
。
老

朽
化
が
著
し
い
施
設
は
、
維

持
管
理
コ
ス
ト
や
景
観
な
ど

を
勘
案
し
、
解
体
撤
去
な
ど

も
検
討
し
ま
す
。

葛巻保育園のクリスマスお遊戯会の様子

一般質問　12月７日に、５議員が一般質問を行いました。一般質問は、町の行政全般にわたり、
事務の執行状況や将来の方針などを幅広い視点から報告や説明を求め質問します。
　議員の質問できる時間は、１時間以内です。
　議事録の内容は、町のホームページと議会事務局で閲覧ができます。

～ 今ここが聞きたい ～

　
　
　

大
橋
は
架
設
か
ら
50

年
以
上
経
過
し
、
ま
た
、
付

近
の
道
路
線
形
の
抜
本
的
な

見
直
し
が
急
務
な
こ
と
か
ら

住
民
説
明
会
を
開
き
、
地
域

の
声
を
参
考
に
改
修
事
業
に

着
手
し
ま
し
た
。

　

一
級
河
川
の
馬
淵
川
に
架

か
る
大
橋
の
架
け
替
え
は
、

河
川
管
理
者
の
県
と
の
協
議

が
必
要
で
、
現
在
、
県
代
行

事
業
で
進
め
て
い
る
茶
屋
場

田
子
線
と
同
様
に
、
県
か
ら

技
術
的
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
道
路
詳
細
設
計
と

橋
の
基
本
設
計
を
発
注
し
ま

し
た
。
住
民
説
明
会
で
の
声

を
踏
ま
え
現
道
を
拡
幅
す
る

計
画
で
す
。
一
方
、
現
道
は

民
家
が
密
集
し
て
い
る
こ
と

か
ら
拡
幅
用
地
の
確
保
が
難

し
い
た
め
、
現
道
と
並
行
し

て
流
れ
る
外
川
川
の
切
り
替

え
な
ど
の
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。

問

答

18歳選挙権への対応は

政治的教養教育などを推進
　
　
　

28
年
６
月
か
ら
実
施

さ
れ
る
選
挙
か
ら
選
挙
権
が

「
20
歳
」
か
ら
「
18
歳
」
以

上
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
高

校
３
年
生
の
一
部
も
新
有
権

者
と
な
り
ま
す
が
、
18
歳
選

挙
権
に
よ
る
町
の
対
応
を
伺

い
ま
す
。

　
　
　

少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
次
代
を
担
う
若
者
が
日

本
の
あ
り
方
を
決
め
る
政
治

に
参
加
す
る
こ
と
は
、
意
義

深
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
政
治
に
参
加
す
る

た
め
の
必
要
な
力
を
し
っ
か

り
身
に
付
け
、
社
会
、
経
済
、

国
際
関
係
な
ど
様
々
な
こ
と

を
自
分
な
り
の
考
え
で
判
断

し
、
誰
か
に
任
せ
る
の
で
は

な
く
積
極
的
に
国
や
町
づ
く

り
に
関
わ
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
ま
す
。

　

27
年
11
月
か
ら
28
年
６
月

ま
で
に
20
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
る
方
は
26
人
、
19
歳
が
36

人
、
18
歳
到
達
者
が
55
人
で

合
せ
て
１
１
７
人
が
新
有
権

者
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
小
・
中
学
校
、
高

校
で
は
、
学
習
指
導
要
領
に

よ
り
児
童
・
生
徒
の
発
達
の

段
階
に
応
じ
た
「
憲
法
」
や

「
選
挙
」、「
政
治
参
加
」
な

ど
の
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
葛
巻
高
校
で
は
、
昨
年

11
月
に
選
挙
の
歴
史
や
投
開

票
の
流
れ
を
学
習
す
る
模
擬

投
票
を
関
係
機
関
の
協
力
に

よ
り
体
験
し
ま
し
た
。
小
中

学
校
で
も
町
議
会
主
催
の
子

ど
も
議
会
や
ふ
る
さ
と
懇
談

会
が
開
か
れ
政
治
的
教
養
教

育
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

高
校
に
お
い
て
、
教
員
の

公
正
中
立
な
指
導
や
生
徒
の

葛巻高校で行われた模擬投票体験

答

問

詳
細
設
計
を
発
注

現
道
拡
幅
の
考
え

大
橋
の
周
辺
整
備

進
行
の
状
況
は

一般質問

選
挙
違
反
防
止
等
の
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
主

権
者
教
育
の
充
実
、
学
校
で

の
政
治
的
中
立
の
確
保
、
生

徒
の
政
治
や
選
挙
へ
の
関
心

の
高
ま
り
な
ど
か
ら
、
学
校

現
場
の
課
題
は
解
決
さ
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

浦
子
内
入
口
の
大
橋

は
老
朽
化
が
進
み
、
周
辺
は

町
道
が
狭
く
、
車
の
す
れ
違

い
が
で
き
な
い
状
況
で
す
。

現
時
点
で
の
改
修
整
備
計
画

の
進
行
状
況
を
伺
い
ま
す
。

議
員

議
員

議
員

町
長

町
長

町
長

（
※
１
）
行
政
財
産

　

公
用
又
は
公
共
の
用

に
供
す
る
た
め
の
財
産

（
※
２
）
普
通
財
産

　

行
政
財
産
以
外
の
山

林
や
土
地
、
用
途
廃
止

し
た
学
校
や
施
設
な
ど

　
　
　

就
学
前
の
児
童
数
は

27
年
４
月
現
在
１
９
４
人
で
、

12
年
と
比
較
し
て
１
６
７
人
、

46
・
３
％
減
少
し
、
少
子
化

が
深
刻
な
状
況
で
す
。

　

保
育
園
と
児
童
館
を
合
わ

せ
た
、
就
学
前
の
児
童
の
入

園
者
数
と
入
園
率
の
推
移
は
、

17
年
が
１
３
９
人
、
51
・

５
％
、
22
年
が
１
２
７
人
、

63
・
８
％
、
27
年
が
１
４
４

人
、
74
・
２
％
で
入
園
率
は

答 問
支
援
策
を
充
実
し

入
園
者
を
確
保

保
育
園
施
設
の

今
後
の
運
営
は

　
　
　

保
育
園
、
児
童
館
の

園
児
数
の
推
移
と
、
今
後
の

在
り
方
を
伺
い
ま
す
。

議
員

町
長

増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
要

因
と
し
て
、
共
働
き
世
帯
が

増
加
し
、
０
歳
児
か
ら
２
歳

児
ま
で
の
入
所
者
が
増
え
た

こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、
児
童
館
の
み
の

利
用
者
数
は
、
12
年
の
13
人

に
対
し
、
17
年
と
22
年
は
各

７
人
、
25
年
は
５
人
と
、
こ

の
15
年
間
で
３
分
の
１
ま
で

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
体
験
活
動
、
町

や
地
域
行
事
へ
の
参
加
、
世

代
間
交
流
な
ど
の
各
保
育
園

や
児
童
館
の
活
動
内
容
な
ど

の
子
育
て
支
援
対
策
を
充
実

さ
せ
、
入
園
者
の
確
保
に
努

め
ま
す
。
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問

答

冬部児童館の施設整備は

公共施設との複合化など検討
姉
あね

帯
たい

　春
はる

治
じ

 議員

一般質問

　
　
　

本
路
線
は
道
路
の
幅

が
狭
く
道
路
脇
が
す
ぐ
山
で

あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
も

度
々
雪
崩
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
そ
の
対
策
が
急
務
で
し

た
が
、
地
形
的
要
因
な
ど
も

あ
り
、
効
果
的
な
工
法
の
検

討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
　
　

築
40
年
を
経
過
し
た

冬
部
児
童
館
の
施
設
整
備
と

今
後
の
運
営
の
あ
り
方
を
伺

い
ま
す
。

　
　
　

冬
部
児
童
館
は
、
15

年
度
に
旧
冬
部
へ
き
地
保
育

園
の
閉
園
に
伴
い
開
設
さ
れ
、

現
在
の
施
設
利
用
者
数
は
、

就
学
前
児
童
３
人
、
学
童
が

１
人
で
、
こ
こ
10
年
間
は
横

ば
い
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

冬
部
児
童
館
の
施
設
は
、

旧
冬
部
へ
き
地
保
育
園
と
し

て
昭
和
48
年
４
月
に
開
設
し

築
42
年
を
経
過
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
、
児
童
福
祉
施

設
の
長
寿
命
化
や
保
育
環
境

の
充
実
の
た
め
施
設
改
修
な

ど
を
行
い
、
施
設
の
利
用
者

で
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
、
安

全
で
快
適
に
保
育
で
き
る
よ

う
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
施
設
整
備
は
、
入

園
者
数
の
動
向
や
保
育
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
、
他
の
公
共
施

設
と
の
複
合
化
な
ど
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
総
合
的
に
検

討
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
人
口
減
少
対
策
、

少
子
化
対
策
を
最
重
要
課
題

の
一
つ
と
し
て
、
さ
ら
に
力

を
入
れ
て
取
り
組
み
、
こ
の

先
、
一
人
で
も
二
人
で
も
利

用
す
る
児
童
が
増
え
る
こ
と

を
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
人
口
動
態
や
利
用

者
の
増
減
の
動
向
の
ほ
か
、

住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
地
域

事
情
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
施

設
を
利
用
す
る
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
最
良
な
施
設
に
な

る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

答 問
雪
崩
防
止
柵
の

増
設
を
進
め
る

町
道
毛
頭
沢
線

雪
崩
防
止
策
は

　
　
　

町
道
毛
頭
沢
線
で
、

毎
年
発
生
し
て
い
る
雪
崩
に

対
す
る
防
止
策
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
立
木
を
利

用
し
た
金
網
柵
を
設
置
す
る

こ
と
で
道
路
へ
の
流
出
を
防

ぐ
こ
と
と
し
、
現
在
、
地
権

者
の
同
意
を
得
て
、
用
地
取

得
、
立
木
等
物
件
補
償
の
事

務
を
進
め
て
い
ま
す
。今
後
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
※
）
利
用
に
よ
る

用
地
測
量
の
確
定
作
業
が
終

了
後
、
本
工
事
に
移
行
す
る

予
定
で
す
。

　

現
在
設
置
を
進
め
て
い
る

雪
崩
防
止
柵
は
、
雪
崩
発
生

の
度
合
い
が
高
く
心
配
さ
れ

る
区
間
で
あ
り
、
そ
れ
以
外

の
区
間
は
地
形
の
状
況
や
積

雪
状
況
な
ど
の
危
険
度
合
い

を
見
な
が
ら
、
雪
崩
防
止
柵

な
ど
の
ハ
ー
ド
対
策
を
段
階

的
に
進
め
る
考
え
で
す
。

　

な
お
、
車
両
や
歩
行
者
の

安
全
確
保
を
図
る
た
め
、
通

行
者
へ
の
注
意
喚
起
を
、
引

き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

議
員

議
員

町
長

町
長

山
やま

崎
ざき

　邦
くにひろ

 議員

　
　
　

全
国
的
に
第
三
セ
ク

タ
ー
の
赤
字
経
営
が
問
題
視

さ
れ
る
中
、
本
町
の
第
三
セ

ク
タ
ー
３
社
の
経
営
は
健
全

で
収
益
も
安
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
と
連
携
し
て
町

が
持
つ
地
域
資
源
を
活
用
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
特
徴
を
持
っ
た

取
り
組
み
を
進
め
、
町
内
産

業
の
牽
引
と
雇
用
の
場
を
創

出
、
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
、

第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
、
町
づ
く
り
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
健
全
な
経
営
状
況

を
堅
持
し
つ
つ
、
多
様
化
す

る
社
会
情
勢
、
顧
客
ニ
ー
ズ

に
適
切
に
対
応
し
な
が
ら
も
、

町
が
持
つ
地
域
資
源
を
生
か

す
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進

め
て
行
き
ま
す
。

問

答

災害時の町の業務への影響は

少 人 数 職 員 で 対 応 が 可 能
　
　
　

県
地
域
防
災
計
画
に

基
づ
い
て
災
害
時
に
後
方
支

援
拠
点
が
設
置
さ
れ
た
場
合
、

町
の
業
務
へ
の
影
響
は
。

　

後
方
支
援
拠
点
の
運
用
に

関
係
す
る
県
と
の
訓
練
を
進

め
る
考
え
は
。

　
　
　

県
で
は
26
年
３
月
に

「
岩
手
県
広
域
防
災
拠
点
配

置
計
画
」
を
策
定
し
、
大
規

模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
広

域
支
援
拠
点
と
し
て
盛
岡
市

と
花
巻
市
の
２
市
、
後
方
支

援
拠
点
と
し
て
二
戸
市
、
遠

野
市
、
北
上
市
と
本
町
の
３

市
１
町
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
後
方
支
援
拠
点
と

し
て
利
用
さ
れ
る
施
設
は
、

支
援
部
隊
の
活
動
拠
点
機
能

と
し
て
「
総
合
運
動
公
園
、

く
ず
ま
き
高
原
牧
場
、
道
の

駅
く
ず
ま
き
高
原
」、
物
資

や
資
機
材
の
備
蓄
機
能
と
し

て
「
社
会
体
育
館
機
械
室
」。

物
資
等
の
受
入
や
分
配
機
能

と
し
て
「
く
ず
ま
き
高
原
牧

場
」、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
基
地
機

能
と
し
て
、「
総
合
運
動
公

園
、
く
ず
ま
き
高
原
牧
場
」、

情
報
伝
達
収
集
機
能
と
し
て

「
葛
巻
小
学
校
、
グ
リ
ー
ン

テ
ー
ジ
」
の
各
施
設
が
利
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

広
域
防
災
拠
点
が
開
設
さ

れ
た
場
合
に
町
職
員
の
関
与

が
想
定
さ
れ
る
主
な
業
務
は
、

情
報
伝
達
収
集
機
能
を
後
方

支
援
す
る
連
絡
調
整
で
す
。

比
較
的
少
人
数
の
職
員
で
対

応
が
可
能
な
た
め
、
町
の
業

務
継
続
に
支
障
が
生
じ
る
影

響
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
と
考

え
ま
す
。

　

災
害
の
発
生
場
所
、
規
模

に
よ
っ
て
は
、
現
場
活
動
な

ど
で
の
応
援
を
求
め
ら
れ
る

葛巻中学校で行われた総合防災訓練の様子

答 問
健
全
経
営
で

収
益
も
安
定

第
三
セ
ク
タ
ー

経
営
の
状
況
は

一般質問

こ
と
を
想
定
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
非
常
時
で
の
組
織

体
制
づ
く
り
や
訓
練
な
ど
に

取
り
組
ん
で
行
く
考
え
で
す
。

　

27
年
３
月
に
「
岩
手
県
広

域
防
災
拠
点
運
用
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
が
策
定
さ
れ
、
平
常
時

の
準
備
の
項
目
中
に
「
訓
練

等
の
実
施
」
が
明
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
、
県
の
総
合

防
災
訓
練
な
ど
に
合
せ
て
実

動
訓
練
な
ど
が
企
画
さ
れ
て

い
く
も
の
で
、
参
加
要
請
が

あ
っ
た
際
に
は
、
広
域
防
災

拠
点
と
指
定
さ
れ
て
い
る
施

設
と
協
力
し
な
が
ら
、
積
極

的
に
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　
　
　

第
三
セ
ク
タ
ー
３
社

の
経
営
状
況
を
伺
い
ま
す
。

議
員

議
員

町
長

町
長 （

※
）
Ｇ
Ｐ
Ｓ

　

人
工
衛
星
か
ら
発
信
さ
れ

る
情
報
を
利
用
し
て
位
置
関

係
を
測
定
し
、
現
在
地
を
知

る
シ
ス
テ
ム

地域の方と「みずきだんご」を作る冬部児童館の児童ら
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問

答

牛舎建築に町産材の活用は

積極的な活用とコスト削減を検討
辰
たつ

柳
やなぎ

　敬
けい

一
いち

 議員

一般質問

　
　
　

定
住
対
策
の
推
進
と

し
て
、
第
三
セ
ク
タ
ー
を
中

心
と
し
た
地
域
産
業
の
振
興

や
製
造
加
工
業
な
ど
の
企
業

誘
致
に
よ
り
、
雇
用
の
創
出

に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
　
　

最
も
古
い
江
刈
小
学

校
の
校
舎
は
、
28
年
度
末
の

　
　
　

牛
舎
建
築
に
お
け
る

町
産
材
及
び
集
成
材
の
活
用

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　

26
年
度
に
「
新
葛
巻

型
酪
農
構
想
」
を
策
定
し
、

効
率
的
か
つ
合
理
的
な
生
産

に
よ
り
、
酪
農
の
高
付
加
価

値
化
を
目
指
す
こ
と
を
目
標

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

構
想
の
実
現
に
向
け
、
国

や
県
の
事
業
を
活
用
し
な
が

ら
事
業
化
を
進
め
る
方
針
で

す
。
現
在
、
農
家
の
規
模
拡

大
支
援
と
し
て
、
国
の
畜

産
公
共
事
業
で
県
農
業
公
社

が
事
業
主
体
と
な
る
「
草
地

畜
産
基
盤
整
備
事
業
」
の
葛

巻
第
二
地
区
の
採
択
に
向
け
、

農
家
の
取
り
ま
と
め
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

震
災
復
興
事
業
や
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
事
業
な
ど

の
影
響
に
よ
り
、
牛
舎
の
建

築
コ
ス
ト
が
東
日
本
大
震
災

前
と
比
較
し
、
約
１
・
４
倍

に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
全

体
事
業
費
が
採
択
基
準
額
を

上
回
っ
て
お
り
、
コ
ス
ト
の

削
減
が
大
き
な
課
題
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
牛
舎
建

築
に
お
け
る
町
産
材
な
ど
を

活
用
し
て
い
く
こ
と
は
可
能

で
あ
り
、
林
業
振
興
の
観
点

か
ら
も
有
力
な
選
択
肢
で
す
。

　

一
方
で
、
建
築
コ
ス
ト
の

削
減
が
大
き
な
課
題
の
た
め
、

今
後
は
町
産
材
な
ど
の
利
用

を
希
望
す
る
農
家
の
声
を
踏

ま
え
、
町
産
材
の
利
用
と
コ

ス
ト
削
減
が
両
立
す
る
よ
う

に
進
め
る
考
え
で
す
。

答

答

問

問

企
業
誘
致
を
促
す

規
制
緩
和
を
要
望

安
全
で
安
心
な

教
育
環
境
を
充
実

定
住
に
つ
な
が
る

雇
用
の
場
の
確
保
は

学
校
施
設
整
備

今
後
の
計
画
は

　
　
　

定
住
し
住
み
続
け
る

た
め
に
は
雇
用
の
場
の
確
保

が
重
要
で
す
が
、
今
後
の
取

り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　

学
校
施
設
整
備
の

今
後
の
計
画
を
伺
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
農
家
や
商
店
で

は
後
継
者
不
在
な
ど
に
よ
り

労
働
力
の
確
保
が
困
難
な
状

況
な
た
め
、
地
域
産
業
の
振

興
と
合
せ
、
雇
用
や
労
働
者

の
確
保
対
策
が
急
務
で
す
。

　

今
後
、
誘
致
企
業
が
都
市

部
以
上
の
恩
恵
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
電
気
供
給
や
税

分
野
な
ど
で
の
規
制
緩
和
を

国
に
働
き
か
け
る
ほ
か
、
町

の
資
源
を
活
用
し
た
産
業
振

興
や
関
連
産
業
の
創
業
な
ど

の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

　

ま
た
、
近
隣
市
町
村
へ
通

勤
し
て
で
も
町
内
に
暮
ら
し

た
い
と
思
え
る
よ
う
に
、
通

勤
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
を
解

消
す
る
対
策
を
検
討
し
ま
す
。

議
員

議
員

議
員

町
長

町
長

町
長

完
成
を
目
指
し
て
改
築
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
。
小
屋
瀬

小
学
校
校
舎
と
江
刈
中
学
校

校
舎
は
耐
震
補
強
工
事
を
実

施
中
で
、
安
全
で
安
心
し
て

教
育
が
受
け
ら
れ
る
環
境
の

確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
学
校
体
育
館
ト

イ
レ
の
水
洗
化
、
洋
式
化
の

未
整
備
箇
所
が
あ
る
こ
と
や
、

学
校
施
設
の
断
熱
性
能
の
確

保
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

快
適
性
や
耐
久
性
の
向
上
を

図
る
検
討
を
進
め
、
よ
り
良

い
教
育
環
境
の
中
で
学
習
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
学

校
施
設
の
維
持
管
理
に
努
め

ま
す
。

耐震化補強工事が進む小屋瀬小学校


